
へそのまちお助けサポーター

アンケート集計結果

※ サポーターのみなさんの率直な思い、ご意見・ご希望をお寄せいただきました。ありがとうございます。
現在思うような活動ができなくても、活躍できる時がいつか来るかと思います。その時にご支援いた
だければと思います。
みなさんも言われているように、今後ますます必要となる支援、仕組だと思います。どうぞよろしくお願
いします。



【へそのまちお助けサポーター・アンケート】 R6. (22名の方より回答)

Q1】今後のサポーター活動について、引き続きご支援いただけますか？
YES ・はい、できる範囲であれば。（３）

・できる時は支援したいと思います。（６）
・今位の支援で良かったら支援したいと思います。
・引き続き支援したい（健康上の問題がなければ）
・できる時にできる範囲で、活動、支援してまいります。（２）
・できる時は協力したいと思います。しかし、用事が出る場合があります。
・都合や体調が悪くない限りはOKです。
・今現在は車の運転もできますので、空いている時間は協力していきたいと思います。
・月に１～2回程度であれば今のところ大丈夫です。
・どちらとも言えません。

NO ・（活動するのは）難しいです。
・すみませんが、難しいと思います。

※ 難しい場合は、理由を教えて頂けますか？ 答えられる範囲で結構です。

例）今は家のこと等忙しく、もう少し時間ができたら参加したい等

・祖母もおり、仕事も週3回程度しているので、今は時間がないです。 ・父の看護、見守り。
・水曜、木曜は用事が入っているときが多い。
・農業をしているので、時間ができたら参加します。
・今は家業（農業）が忙しく、気持ちはあるのですが、なかなかサポーター活動まで手がまわり
ませんし、それを心苦しく思います。

・最近病院通いが多く、予定（サポーター活動）を入れていません。起床時に息切れ、不正脈が
多く予定を入れても、その日のコンデションでキャンセルになると、迷惑をかける事を気にして
予定を入れておりません。



・仕事があるので曜日は決められない。
・予定がなく、空いていればいつでも大丈夫です。
・どちらかといえば、午前中の活動がしやすい

Q2】あなたの活動しやすい曜日、時間を教えて下さい。

Q3】へそのまちお助けサポーターへの今の率直なお気持ちを教えて下さい。

・少しでも若いサポーターの方々が参加して下さればいいですね。
・幅を広げ過ぎず、今のままでよい。
・特別に何をしたいという気持ちはありません。
・今のところ、自分の可能な範囲で行っている。
・出来る時に、出来る人が参加できる事は、とても良いと思います。
・出来るだけ参加したいと思います。
・ガラ携のサポーターさんへの連絡、案件内容の情報の共有は必要だと思う。
・定例会の中に、サポーターの学習会も年に何回か入れて欲しい。
・良い仕組みだと思う。
・もう少し活発な行動ができればと思っています。
・皆さんの意見を聞いているだけでも勉強になります。



＊現在の支援内容についてどう思われますか？
例）今の活動でよい。自分が得意なことをやってみたい（縫物、話し相手等）。

・自分のできる時間に、無理なく出来ること。
・へそサポを地区ごとに設置して欲しい。
・今活動されているサポーターさんお疲れ様です。感謝しています。
・利用されている町民の方は、この制度が発足されて大変喜んでおられると思います。
・ゆくゆくは自分も利用させてもらう年代です。継続を願っています。
・支援活動ができていないので、特にありません。

・今後検討していけたらと思います。メニュー（支援内容）が増える事は良い事。
・今の活動でよい。（９）
・ボタンつけをしたり、針に糸をとうしたり等、短時間ですむ簡単な事で、利用される方が助かられる
なら、気軽に手伝えたらいいなあ（と思う）

・地域の支援は同じ地区で行えるのでは・・。今も自分の地区ではボランティアで草取り、 買物支援
等が行われています。顔見知りの方がお願いしやすいのではと思います。

・ベビーシッター制への支援を考えてもよいかな？ 働くお母さんの手助け的なもので。
・年齢を問わずにお話したい方との会話（玄関先で出来る程度、短い時間）
・簡単な、縫物（ボタン付け）や話し相手はしてもいい。

Q4)】その他（自由記入欄：ご意見・ご要望・感想等、遠慮なくご記入下さい(*^-^*)）
・定例会は、現在のままでよいと思います。（月に1回程度）
・個人的には、地区別という声が多くなってきているが、江北町という枠の中でやっていければよいと思う。
・個人の活動を少しでも話ができたらと良い（サポーター同士、お互いに）。
・へそサポ活動終了後に、領収書と一緒に、『何か不便なこと、困り事等ありましたら、健康福祉課介護
保険係 （℡８６－５６１４）にお電話ください。』 というメモも一緒に渡したらどうでしょうか？

・「領収書はいらないけど・・」 という方もいらっしゃいました。


